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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
デ
オ

平
成
十
一
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国

際
年
推
進
事
業
と
し
て
、
経
済
企
画
庁

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
に
資
す

る
映
像
を
制
作
し
ま
し
た
。
よ
り
良
い

作
品
を
つ
く
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
映
像
委
員
会
を
設
置
し
、
各

方
面
か
ら
の
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
制
作
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
映
像
委
員
会
】

祐
成
　
善
次
氏
（
委
員
長
）（
日
本
青

年
奉
仕
協
会
常
務
理
事
）

有
田
　
典
代
氏
（
関
西
国
際
交
流
団

体
協
議
会
事
務
局
長
）

柏
瀬
　
武
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
制
作
局

教
養
部
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

高
比
良
　
正
司
氏
（
子
ど
も
劇
場
全

国
セ
ン
タ
ー
代
表
委
員
）

安
岡
　
卓
治
氏
（
日
本
映
画
学
校
専

任
講
師
）

山
谷
　
哲
夫
氏
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＆

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

渡
邊
　
昌
行
氏
（
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン

タ
ー
副
部
長
代
理
）

ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
人

向
け
と
子
ど
も
向
け
の
二
つ
の
作
品
を

制
作
し
ま
し
た
。

①
大
人
向
け

タ
イ
ト
ル：

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
っ
は

っ
は
」

所
要
時
間：

四
十
分

作
品
概
要：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
知

的
障
害
者
の
支
援
や
ア
ジ
ア
い
ち
ご

基
金
に
よ
る
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
を
映
像
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
を
訴
え
る
。

②
子
ど
も
向
け

タ
イ
ト
ル：

「
ス
マ
イ
ル
（SM

ILE

）」

所
要
時
間：

三
十
分

作
品
概
要：

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の

遊
び
な
が
ら
の
廃
品
回
収
、
飯
塚
市

の
子
ど
も
夜
市
、
和
歌
山
の
チ
ャ
イ

ル
ド
ラ
イ
ン
（
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の
電
話
相
談
）、
愛
知

県
の
高
校
生
に
よ
る
高
校
生
フ
ェ
ス

施策
の
紹介

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
に
向
け
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
は
今
後
の
市
民
社
会
の
中
で
非
常
に
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
を
広
く

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
経
済
企
画
庁
で
は
平
成
十
一
年
度
か
ら
普
及
・
啓
発

の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
事
業
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介

し
ま
す
。

International Year of Volunteers
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テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
の
容
易
さ
を

表
現
し
て
い
る
。

な
お
、こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
変
換
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
上
映
を
お
考
え
の
地
方
自

治
体
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
経
済
企
画

庁
国
民
生
活
局
余
暇
・
市
民
活
動
室

（
〇
三
―
三
五
八
一
―
九
三
〇
八
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
そ
の
他

こ
の
ほ
か
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国

際
年
」
を
広
く
国
民
に
知
っ
て
い
た
だ

く
と
い
う
観
点
か
ら
、
ビ
デ
オ
制
作
に

つ
い
て
は
一
般
公
募
枠
を
設
け
ま
し

た
。
短
期
間
の
応
募
期
間
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二
十
四
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

か
ら
企
画
書
を
ご
応
募
い
た
だ
き
、
そ

の
中
か
ら
映
像
委
員
会
に
よ
る
審
査
・

面
接
を
経
て
十
五
団
体
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
併
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
普
及
に
資
す
る
映
像
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
十
九
作
品
の
ご
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

映
像
委
員
会
に
よ
る
審
査
に
よ
り
、
以

下
の
と
お
り
賞
を
授
与
す
る
と
と
も

に
、
各
都
道
府
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担

当
窓
口
及
び
教
育
委
員
会
、
都
道
府
県

立
図
書
館
、
政
令
指
定
都
市
、
都
道

府
県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
配
布
さ

れ
、
広
く
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」

の
普
及
・
啓
発
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
済
企
画
庁
よ
り
貸
出
し
も
行

っ
て
い
ま
す
。

《
企
画
書
公
募
優
秀
作
品
》

◯
経
済
企
画
庁
長
官
賞
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
映
像
委
員
会
賞

「
亀
の
歩
み
で
い
い
じ
ゃ
な
い
！
お

ん
な
の
目
が
街
を
変
え
る
」（
お
ん
な

の
目
で
大
阪
の
街
を
創
る
会
）

◯
経
済
企
画
総
括
政
務
次
官
賞

「
手
を
さ
し
の
べ
て
」（
Ｆ
―
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
）

◯
国
民
生
活
局
長
賞

「
ま
ち
を
伝
え
る
人
々
〜
ま
ち
か
ど

案
内
人
へ
の
取
り
組
み
〜
」（
ま
い
づ
る
塾
）

◯
国
民
生
活
局
長
賞

「
一
枚
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
基
金
に
」（
平
成
楽
市
実
行
委
員
会
）

《
自
主
制
作
優
秀
作
品
》

◯
経
済
企
画
庁
長
官
賞
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
映
像
委
員
会
賞

「
き
こ
え
な
く
て
も
踊
ろ
う
よ
―
ゾ

メ
キ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
―
」（
レ
ッ

ド
・
ベ
レ
ー
ズ
）

◯
経
済
企
画
総
括
政
務
次
官
賞

「
99
ほ
っ
と
で
は
あ
と
な
体
験
キ
ャ

ン
プ
」（
東
海
村
・
那
珂
町
・
瓜
連
町
社

会
福
祉
協
議
会
）

◯
国
民
生
活
局
長
賞

「
さ
ぁ
出
か
け
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
っ
し
ょ
に
」（
交
野
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
報
「
な
か
ま
」）

◯
国
民
生
活
局
長
賞

「
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
南

の
風
」（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
な
み
）

ポ
ス
タ
ー
と
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
デ
ザ
イ
ン
の
募
集
、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
募
集

①
二
科
展
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
と
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
募
集

絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
の

四
つ
の
部
門
に
つ
い
て
公
募
を
行
い
、

二
科
展
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
し
て
い

る
美
術
公
募
団
体
に
、
二
科
会
と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
一
般
の
方

か
ら
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か

ら
入
選
作
品
を
選
び
、
二
科
展
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
二
科
展
の
入
場
者
数
は

全
国
で
二
十
五
〜
三
十
万
人
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
二
科
会
の
デ
ザ
イ
ン
部

で
は
、
毎
年
自
由
テ
ー
マ
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
、
特
別
テ
ー
マ
の
三
つ
の

テ
ー
マ
で
公
募
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
の
特
別
テ
ー
マ
で
公
共
的
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は

農
林
水
産
省
の
備
蓄
米
を
テ
ー
マ
と
し

た
ポ
ス
タ
ー
、
昨
年
は
自
治
省
の
宝
く

じ
を
テ
ー
マ
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
公
募

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
八
十
五
回
の
今
年
は
、

作
品
の
募
集
及
び
展
示
を
通
じ
て
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
の
普
及
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
二
〇
〇

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
を
テ
ー
マ
と

し
た
ポ
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の

デ
ザ
イ
ン
が
特
別
テ
ー
マ
と
し
て
募
集

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
経
済
企
画
庁
、

外
務
省
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
自
治
省
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及
び
二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
推
進
協
議
会
が
後
援
し
ま
し
た
。

四
月
か
ら
ポ
ス
タ
ー
、
説
明
会
な
ど

で
告
知
が
行
わ
れ
、
八
月
四
日
に
出
品

者
か
ら
作
品
の
搬
入
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
ポ
ス

タ
ー
三
百
二
十
五
点
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

三
百
六
十
七
点
、
計
六
百
九
十
二
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
品

の
中
か
ら
二
科
会
デ
ザ
イ
ン
部
、
経
済

企
画
庁
、
外
務
省
、
二
〇
〇
一
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
国
際
年
推
進
協
議
会
に
よ

り
、
芸
術
面
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
」
の
趣
旨
・
目
的
と
い
う
面
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
な
ど
の
観
点
か
ら
選
考
が
行

わ
れ
、
以
下
の
方
の
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ

経
済
企
画
庁
長
官
賞
、
外
務
大
臣
賞
、

二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
推

進
協
議
会
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◯
経
済
企
画
庁
長
官
賞：

高
橋
　
秀
司

さ
ん
（
愛
媛
県
）
ポ
ス
タ
ー

◯
外
務
大
臣
賞：

加
藤
　
明
美
さ
ん

（
三
重
県
）
ポ
ス
タ
ー

◯
二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

推
進
協
議
会
賞：

小
出
水
　
優
鶴
さ

ん
（
鹿
児
島
県
）
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

こ
れ
ら
の
賞
に
選
ば
れ
た
三
人
の
方

の
作
品
は
、
そ
の
他
の
三
部
門
入
選
作

品
な
ど
と
と
も
に
、
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
る
二
科
展
の
会
場
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
企
画
庁
長
官
賞

と
な
っ
た
高
橋
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
経
済
企
画
庁
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
年
」
Ｐ
Ｒ
用
の
ポ
ス
タ
ー
及
び
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
告
知
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
に
採
用
し
、
全
国
に
配
布
し
て
い
ま

す
。

②「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
募
集

併
せ
て
、
経
済
企
画
庁
長
官
賞
の
ポ

ス
タ
ー
作
品
の
一
部
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
国
際
年
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
国
際
年
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
場
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

▲
経
済
企
画
庁
長
官
賞
受
賞
作
品
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ア
国
際
年
」
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
に

使
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
名
称
が
あ
っ
た
ほ
う
が
使
用

し
や
す
い
、
親
し
み
や
す
い
等
の
理
由

か
ら
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

名
称
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
二
十
一
日

の
二
十
四
日
間
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
二
科
展
東
京
会
場
で
告
知
を
行

い
、
郵
送
、
メ
ー
ル
及
び
二
科
展
東
京

会
場
で
の
投
票
の
三
種
類
の
応
募
方
法

に
よ
り
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
八
百

三
十
八
人
の
方
か
ら
八
百
八
種
類
、
千

七
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
﹇
図

１
﹈。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
分
か
り
や
す

さ
、
親
し
み
や
す
さ
な
ど
の
視
点
か
ら

検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
名
称
が
、「
ハ
ー
テ
ィ
ー
く
ん
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
さ
れ
た
方
々
の
中
か
ら
「
ハ
ー

テ
ィ
ー
く
ん
」
と
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
方
及
び
抽
選
で
当
選
し
た
方
、
合
わ

［図1］マスコットキャラクターの名称募集状況（年齢別）�
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「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ハ
ー
テ
ィ
ー
く
ん
」

▲
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せ
て
五
十
人
の
方
に
「
ハ
ー
テ
ィ
ー
く

ん
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
テ
レ
フ
ォ
ン
カ

ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
に
関
係
す
る

様
々
な
と
こ
ろ
で
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ハ
ー
テ
ィ
ー
く
ん
」
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ハ
ー

テ
ィ
ー
く
ん
」
の
使
用
希
望
に
つ
い
て

は
、
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
余
暇
・

市
民
活
動
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
と

写
真
展

平
成
十
二
年
度
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
募
集
に
続
き
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

国
際
年
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
〇
〇
一
年
が

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
で
あ
る
こ

と
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、
五
月
三
十
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
の
間
で
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
短

期
間
の
募
集
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
十

二
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
作

品
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
種
類
別
に
分
け

た
の
が
、﹇
図
２
﹈
で
す
。
ち
な
み
に
、

最
年
長
は
七
十
一
歳
、
最
年
少
は
十
七

歳
で
し
た
。

写
真
家
の
淺
井
愼
平
氏
を
は
じ
め
と

す
る
審
査
委
員
に
よ
る
選
考
会
が
九
月

十
八
日
に
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
次
の

方
々
の
作
品
が
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
三
十
五
点
が
入
選

し
ま
し
た
。

◯
経
済
企
画
庁
長
官
賞：

長
田
　
正
紘

さ
ん
（
大
阪
府
）「
魚
の
住
め
る
川

に
！
」

◯
経
済
企
画
総
括
政
務
次
官
賞：

大
月

鎮
子
さ
ん
（
東
京
都
）「
愛
に
囲
ま

れ
て
」

◯
経
済
企
画
総
括
政
務
次
官
賞：

岩
村

佐
保
子
さ
ん
（
栃
木
県
）「
つ
か
め

た
よ
！
」

◯
国
民
生
活
局
長
賞：

北
川
　
善
剛
さ

ん
（
千
葉
県
）「『
心
の
ケ
ア
』
Ｉ
Ｎ

台
湾
」

◯
国
民
生
活
局
長
賞：

中
村
　
公
一
さ

ん
（
山
梨
県
）「
よ
み
が
え
れ
！
砂

漠
の
緑
」

な
お
、
審
査
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。淺

井
　
愼
平
氏
（
写
真
家
）（
審
査
委

員
長
）

瀬
田
　
信
哉
氏
（
財
団
法
人
自
然
公

園
美
化
管
理
財
団
専
務
理
事
）

長
沢
　
恵
美
子
氏
（
経
団
連
１
％
ク

ラ
ブ
事
務
局
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
推

進
協
議
会
広
報
委
員
）

牟
田
　
悌
三
氏
（
俳
優
、
世
田
谷
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
理
事
長
）

氏
（
財
団
法
人
日
本
総
合

研
究
所
所
長
）

池
田
　
実
（
経
済
企
画
庁
国
民
生
活

局
長
）

四
十
点
の
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、

十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
の
四
日

間
、
千
代
田
区
丸
の
内
に
あ
る
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
記

念
写
真
展
」
を
開
催
し
て
、
多
く
の
方

に
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
各
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
地
方
シ
ン
ポ
ジ

［図2］分野別にみた写真の応募状況�

福祉40%

医療4%

災害4%

国際協力�
9%

国際交流�
5%

その他18%

環境20%

N=92



▲経済企画庁長官賞受賞作品
「魚の住める川に！」（長田　正紘さん）

▲「ボランティア国際年記念写真展」の会場風景
（東京国際フォーラムのロビーギャラリー）

経
済
企
画
総
括
政
務
次
官
賞
受
賞
作
品

「
愛
に
囲
ま
れ
て
」（
大
月
　
鎮
子
さ
ん
）

経済企画総括政務次官賞受賞作品
「つかめたよ！」（岩村　佐保子さん）

▲

▲
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ウ
ム
の
会
場
ロ
ビ
ー
な
ど
に
お
い
て
、

四
十
点
の
優
秀
作
品
が
展
示
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
日
経
済
企
画
庁
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
懇
談
会

経
済
企
画
庁
幹
部
が
地
域
に
出
向
い

て
、
地
方
公
共
団
体
、
地
方
業
界
団
体

及
び
地
域
住
民
に
対
し
、
経
済
政
策
の

取
組
や
国
民
生
活
・
消
費
者
行
政
な
ど

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
日
本
新
生
プ

ラ
ン
を
具
体
化
す
る
た
め
の
経
済
政
策

の
取
り
ま
と
め
に
当
た
り
、
地
域
に
お

け
る
固
有
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、

地
域
経
済
動
向
等
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る

「
一
日
経
済
企
画
庁
」
が
以
下
の
日
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
七
月
十
九
日
（
水
）
沖
縄
（
那
覇
）

②
八
月
二
十
二
日
（
火
）
〜
二
十
三
日

（
水
）
北
海
道（
札
幌
、
有
珠
山
周
辺
）

③
九
月
四
日
（
月
）
石
川
（
金
沢
）

④
九
月
五
日
（
火
）
福
岡
（
福
岡
）

⑤
九
月
六
日
（
水
）
兵
庫
（
神
戸
）

⑥
九
月
七
日
（
木
）
宮
城
（
仙
台
）

⑦
九
月
十
一
日
（
月
）
愛
媛
（
松
山
）

各
地
に
お
い
て
、
商
店
街
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
視
察
、
地
元
各
界
と
の

意
見
交
換
会
、
経
済
企
画
庁
長
官
、
経

済
企
画
総
括
政
務
次
官
に
よ
る
記
念
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
企
画
庁
は
、
国
民
生
活

の
向
上
の
観
点
か
ら
、
以
前
よ
り
各
省

庁
の
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策
を
取
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
市
民
が
行
う

社
会
貢
献
活
動
を
促
進
す
る
目
的
で
成

立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
）
の
所
轄
庁
の
一
つ
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
北
海
道
に
お
い
て
は
今
年

三
月
の
有
珠
山
噴
火
の
際
活
動
さ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
兵
庫
に
お
い
て

は
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

際
に
活
躍
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
に
出
席
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
は
以

下
の
方
た
ち
で
す
。

▽
八
月
二
十
二
日
（
火
）
北
海
道
（
有

珠
山
周
辺
）

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
（
村
田
参

事
）
、
赤
十
字
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
斉
藤
副
学
校
長
）、
伊
達
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
佐
藤
事
務
局
長
）、
虻
田
町
社

会
福
祉
協
議
会
（
木
村
会
長
）、（
社
）

伊
達
青
年
会
議
所
（
唯
木
理
事
長
）
、

（
社
）洞
爺
青
年
会
議
所（
能
登
理
事
長
）、

災
害
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
（
山

口
代
表
）、（
社
）
日
本
青
年
会
議
所
北

海
道
地
区
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
（
鈴

木
会
長
）、
北
海
道
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
佐
藤
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）、（
有
）
ピ
ー
フ
ァ
イ
ブ

（
山
崎
代
表
取
締
役
）、
愛
全
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
入
江
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）、
虻
田
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
（
三
浦
会
長
）、
長
万
部
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
呉
会

長
）、（
社
）
北
海
道
獣
医
師
会
（
玉
井

獣
医
師
）

▽
九
月
六
日
（
水
）
兵
庫
（
神
戸
）

ア
ー
ト
・
エ
イ
ド
神
戸
実
行
委
員
会

（
島
田
事
務
局
長
）、
が
ん
ば
ろ
う
　
こ

う
べ
（
堀
内
代
表
）、
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
こ
う
べ
（
山
添
福
祉
・
環
境
活

動
部
課
長
）、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
こ
う
べ
」（
中
村
理
事
長
）、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
「
し
み
ん
基
金
・
こ
う

べ
」（
瀬
戸
口
専
務
理
事
）、
阪
神
大
震

災
復
興
市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
小
林
世
話
人
）

北
海
道
に
お
い
て
は
、
有
珠
山
噴
火

後
の
現
地
で
の
活
動
を
通
し
て
、
以
下

の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
情
報
の
発
信
地
に
人
や
物
資
が
集
ま

る
傾
向
が
あ
り
、
情
報
発
信
の
重
要

性
を
感
じ
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
側
に
も

心
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
す
る

時
、
問
い
合
わ
せ
先
が
分
か
ら
ず
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
自
発
的

意
思
の
受
け
口
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

ま
た
、
兵
庫
に
お
い
て
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
五
年
以
上
活
動
し
て
き

た
感
想
並
び
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

・「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
と
い

う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
で
支
援

か
ら
自
発
的
活
動
の
手
助
け
に
活
動

内
容
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

！！
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・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
「
し
て
あ
げ

る
」
と
い
う
意
識
か
ら
自
分
自
身
の

暮
ら
し
の
問
題
と
し
て
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
て
よ
う
と
い
う

の
は
い
い
が
、
そ
の
結
果
、
一
億
二

千
万
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
た

と
き
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
な

い
人
の
問
題
が
出
て
く
る
。
で
き
な

い
こ
と
を
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
い

社
会
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
社
会
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。

・
民
間
を
も
っ
と
信
用
し
て
行
政
は
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
地
域
を
つ
く
る
の
は
ハ
ー
ド
で
は
な

く
て
人
な
の
で
、
こ
こ
へ
の
サ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
す
る
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
寄
付
へ
の
優
遇
措
置
を

お
願
い
す
る
。

堺
屋
経
済
企
画
庁
長
官
か
ら
は
、
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
お
見
舞
い
と
救
援
活

動
に
当
た
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
へ
の
お
礼
と
、
次
の
よ
う
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
現
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
意
思
を
生
か
す
た
め
に

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
不
可

欠
で
あ
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
、
情
報
発
信
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

ま
た
、
経
済
企
画
庁
に
お
い
て
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
我
が
国
経
済
社
会
に
お
け
る

重
要
性
に
鑑

か
ん
が

み
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
し
、
優

遇
措
置
を
設
け
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

税
制
改
正
要
望
を
大
蔵
省
及
び
自
治
省

に
提
出
し
て
い
る
な
ど
、
今
後
も
市
民

活
動
促
進
の
た
め
の
施
策
を
行
っ
て
い

く
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

去
る
平
成
十
二
年
十
一
月
七
日

（
火
）、
新
霞
が
関
ビ
ル
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
灘
尾
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田

区
）
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際

年
キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
主
催：

経
済
企
画
庁
・
国
連
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
計
画
・
二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
い
さ
つ
す
る
堺
屋
経
済
企
画
庁
長
官

▲
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国
際
年
推
進
協
議
会
、
共
催：

外
務
省
・

文
部
省
・
厚
生
省
・
労
働
省
・
自
治
省
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

堺
屋
経
済
企
画
庁
長
官
の
あ
い
さ
つ

後
、
第
一
部
と
し
て
、
世
界
、
ア
ジ
ア
、

日
本
か
ら
の
二
十
一
世
紀
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
期
待
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
要
旨
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

《
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

シ
ャ
ロ
ン
・
ケ
イ
プ
リ
ン
グ
・
ア
ラ
キ

ジ
ャ
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
事
務
局
長

・
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け
る
国
連
の
平

和
維
持
活
動
と
し
て
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
年
齢
を
超
え

て
老
若
一
体
と
な
る
機
会
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
自
ら

選
ん
で
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
環
境
整
備
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
は
非
常
に
有

効
で
あ
る
。

《
ア
ジ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

カ
ン
・
ヒ
ュ
ン
・
リ
ー
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
国
際
年
韓
国
委
員
会
運
営
委
員
長

・
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
二
十
歳
以
上

の
韓
国
人
の
う
ち
、
一
四
％
の
人
た

ち
が
一
週
間
に
平
均
二
・
二
時
間
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
て
お

り
、
金
額
に
換
算
す
る
と
二
十
億
四

千
五
百
万
ド
ル
に
相
当
す
る
。

・
韓
国
で
は
、
中
学
生
、
高
校
生
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
が
、
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
環

境
整
備
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

・
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

韓
国
と
日
本
の
共
催
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
に

向
け
て
、
韓
国
と
日
本
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
計
画
し

て
い
る
。

《
日
本
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

阿
部
志
郎
「
広
が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輪
」
連
絡
会
議
会
長

・
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
分
野
や
思
想

や
宗
教
の
違
い
を
超
え
て
、
二
つ
の

原
理
が
働
い
て
い
る
。
一
つ
は
人
か

ら
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
を
そ
の

と
お
り
人
に
し
な
さ
い
（
聖
書
）、

も
う
一
つ
は
己
の
欲
せ
ざ
る
と
こ
ろ

人
に
施
す
な
か
れ
（
論
語
）。
積
極
的

な
行
動
と
自
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
が
つ
く
っ
た
与
え
る
文
化

と
ア
ジ
ア
が
つ
く
り
出
し
て
き
た
受

け
る
文
化
と
を
い
か
に
均
衡
さ
せ
な

が
ら
新
し
い
文
化
を
つ
く
り
上
げ
る

か
が
二
十
一
世
紀
の
課
題
で
あ
る
。

・
受
身
で
は
な
く
、創
造
・
構
築
す
る
と

い
う
形
成
概
念
に
立
つ
と
い
う
こ
と

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
則
で
あ
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の
は
相
手
に

光
を
見
つ
け
て
、
自
分
も
相
手
も
と

も
に
照
ら
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
社
会

を
つ
く
り
出
し
て
い
く
人
生
の
営
み

の
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
い
か
。

続
い
て
、
基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
三
人
に
経
済
企
画
庁
の
池
田
国
民

生
活
局
長
を
加
え
、
山
崎
美
貴
子
氏

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
推
進
協
議
会
代

表
、
明
治
学
院
大
学
副
学
長
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
例
や
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
円
滑
化
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
、
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

以
下
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」

を
進
め
て
い
く
た
め
に
何
が
大
切
か
と

い
う
山
崎
氏
の
質
問
に
対
す
る
パ
ネ
リ

ス
ト
の
答
え
で
す
。

リ
ー：

グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
て
、

think
globally

act
locally

シ
ン
ク

グ
ロ
ー
バ
リ
ー
、
ア
ク
ト

ロ
ー
カ
リ
ー
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
や
り
や
す
い
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
近
く
、
身
近
に
あ

る
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

阿
部：

記
者
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
希
望
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
確
か
に
変
わ
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っ
て
ま
い
り
ま
し
た
し
、
非
常
に
多

様
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
計
画
的
、
継
続

的
に
取
材
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ

に
よ
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
、

そ
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
、

問
題
点
、
課
題
を
ぜ
ひ
提
起
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

池
田：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の
を
生

活
の
中
の
普
通
の
こ
と
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
。
ま
ず
自
分
が
思
っ
た
こ
と
を

や
っ
て
み
る
、
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
広
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
あ
ま
り
私

も
そ
ん
な
経
験
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
の

で
偉
そ
う
な
こ
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
そ

う
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
自
分
で
思

っ
て
い
る
次
第
で

す
。ま

た
、
国
連
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
名
誉
大
使

の
中
田
武
仁
氏
か
ら

次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

中
田：

二
つ
の
こ
と

に
つ
い
て
留
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
つ
は
、
こ
の
国
際
年
と

い
う
の
は
毎
年
国
連
が
世
界

各
国
の
人
た
ち
に
訴
え
か
け

て
い
る
、
現
在
、
私
た
ち
が

抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

国
際
的
に
考
え
て
み
よ
う
、

行
動
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
で
設
定
し
て
い
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
ど
ん
な

場
合
で
も
、
国
際
何
々
年
と

書
い
て
あ
る
ん
で
す
ね
。
二

〇
〇
一
年
だ
け
が
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
国
際
年
」
な
ん
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
国
と
国
と
を
隔

て
た
よ
う
な
も
の
は
な
い
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
な

か
っ
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
国
際
年

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
一

つ
。こ

れ
は
大
変
に
象
徴
的
な
、
日
本

に
お
け
る
考
え
方
を
代
表
し
た
言
葉

づ
か
い
だ
と
思
い
ま
す
。「
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
年
」
と
す
る
と
、
で
は

国
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
う
な
る

か
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
出
て
く
る

か
も
し
れ
な
い
と
お
も
ん
ぱ
か
っ
て

つ
け
ら
れ
た
言
葉
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
国
連
が
今
ま
で
定

め
て
い
た
国
際
年
は
、大
体
の
場
合
、

そ
の
後
に
つ
い
て
く
る
言
葉
の
人
が

受
益
者
に
な
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
受
益
者
じ
ゃ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
連
が
受

益
者
で
は
な
い
人
た
ち
を
国
際
年
に

し
た
と
い
う
の
は
、
大
変
に
有
意
義

な
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

意
見
を
述
べ
る
国
連
名
誉
大
使
の
中
田
武
仁
さ
ん

▲
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こ
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
と

い
う
言
葉
の
持
っ
て
い
る
意
味
合
い

と
い
う
も
の
を
よ
く
気
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
部
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
重
要
性
を
若
者
に
訴
え
て
い
こ
う
と

い
う
趣
旨
か
ら
、
パ
ー
シ
モ
ン
弦
楽
四

重
奏
団
（
芸
術
福
祉
振
興
機
構
グ
レ
イ

ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
）
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
に
続
き
、「
私
た
ち
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ニ
ュ

ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
武
内
陶
子
さ
ん
と

サ
ッ
カ
ー
解
説
者
で
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の

宮
澤
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

武
内：

Ｊ
リ
ー
グ
と
い

う
の
は
地
域
に
根
ざ
し

て
活
動
し
て
い
ま
す

ね
。

宮
澤：

そ
う
で
す
ね
。

ジ
ェ
フ
市
原
の
場
合
、

地
域
へ
の
誘
致
、
試
合

会
場
の
案
内
や
切
符
切

り
な
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

武
内：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
の
も
、
随
分

裾
野
す
そ
の

が
広
が
っ
た
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
阪

神
大
震
災
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
も
そ
の
時
大
阪
に
い
て
取

材
を
し
ま
し
た
が
、
普
通
の
人
が
み

ん
な
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
し
て
い

ま
し
た
。
一
昔
前
だ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
＝
正
し
い
も
の
だ
と
か
、
地
味
、

暗
い
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、
最
近
は

変
わ
っ
て
き
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か

ね
。

宮
澤：

こ
こ
に
き
て
非
常
に
変
わ
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
一
人
一
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
と
思
う
し
、
そ
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

武
内：

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
、
サ
ッ
カ
ー

を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
教
え
て
い
る
の
で
す
か
。

宮
澤：

や
り
た
い
か
ら
で
す
ね
。
自
発

性
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
自
発
性
を
生

む
た
め
に
は
、
指
導
者
の
立
場
で
あ

れ
ば
、
楽
し
さ
を
教
え
な
い
と
長
持

ち
し
な
い
し
、
苦
痛
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

武
内：

ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ッ
カ
ー
を
教
え

て
い
く
お
つ
も
り
で
す
か
。

宮
澤：

本
当
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

時
と
お
小
遣
い
を
い
た
だ
い
て
と
い

う
時
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
僕
も
子

ど
も
を
持
つ
親
で
す
か
ら
、
何
か
で

き
な
い
か
な
と
気
を
配
り
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
ね
。

武
内：

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
楽
し
ん
で
す
れ
ば
い
い
ん

で
す
ね
。
私
も
大
上
段
に
構
え
な
い

で
、
自
然
な
形
で
で
き
れ
ば
い
い
の

か
な
と
今
日
は
思
い
ま
し
た
。

若
干
の
休
憩
を
挟
み
、
最
後
に
マ
イ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
「
二
十
一
世
紀
へ
の
私
へ

の
Ｖ
宣
言
」
と
題
し
て
、
第
二
部
の
ゲ

ス
ト
や
参
加
者
の
方
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
へ
の
意
欲
や
今
後
の
展
望
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
た
社
会
参
加
の

在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
等
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

キ
ッ
ク
オ
フ
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
盛

況
の
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
経
済
企
画
庁
）

武
内
陶
子
さ
ん
と
宮
澤
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

▲
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ボランティア活動についての理解や�

ボランティア活動への糸口を見つけていただくことを目的として�

経済企画庁、地方公共団体、各地のボランティア団体が協力して�

全国各地で「ボランティア国際年記念シンポジウム」を開催します。�

ボランティア国際年記念フォトコンテストの�

入賞作品を展示する写真展も併設予定です。�

みなさまお誘い合わせのうえ、�

多数のご来場をお待ちいたしております。�

ハーティーくん�

福岡県国際交流会館�10：00～17：003／18（日）�福 井 県 � 福井県国際交流会館�10：00～17：003／18（日）�福 　 井 �

　9：00～17：003／11（日）�

熊本市総合女性センター�10：00～17：003／10（土）�熊 　 本 �

徳島県郷土文化会館�13：30～16：453／ 4（日）�徳 　 島 �

山梨県立文学館�　9：00～15：302／25（日）�

山梨県ボランティアセンター�13：00～19：302／24（土）�甲 　 府 �

岩手県民会館中ホール�10：00～15：002／16（金）�盛 　 岡 �

長崎ブリックホール、長崎県総合福祉センター�10：30～16：202／ 3（土）�長 　 崎 �

京都産業会館8階シルクホール�10：30～15：301／23（火）�京 　 都 �

神戸クリスタルタワークリスタルホール�
デュオこうべデュオドーム�
神戸ハーバーランドスペースシアター�

10：30～16：001／21（日）�

兵庫県公館�13：00～17：301／20（土）�

会　　　場�時　間�開催月日�開催地 �

神　戸�

（平成13年）�
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